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4

日
本
の
漫
画
の
め
く
り
方 

―
視
線
の
力
学
と
漫
画
の
文
法
―

　

こ
れ
か
ら
始
ま
る
文
書
は
、『
ユ
リ
イ
カ
』（
青
土
社
）
誌
上
で
三
度
に
渡
っ
て
掲
載
さ
れ
た
筆
者
の
記
事
（
当
時
の

筆
名
は
イ
ズ
ミ
ノ
ウ
ユ
キ
）
か
ら
漫
画
理
論
の
基
礎
原
理
に
あ
た
る
記
述
の
み
を
抜
き
出
し
て
、
か
な
り
の
加
筆
修
正

と
共
に
無
関
係
な
部
分
は
削
り
、
一
連
の
記
事
と
し
て
再
構
成
し
な
お
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

元
と
な
っ
た
記
事
は
以
下
の
三
本
。 

・「
視
線
力
学
の
基
礎　

読
者
の<

目>

が
漫
画
に
与
え
る
力
」  　

…
…
…
「
特
集
＊
マ
ン
ガ
批
評
の
最
前
線
」
（
二
〇
〇
六
年
１
月
号
）
収
録

・
「
漫
画
文
法
を
手
に
入
れ
た
ア
ニ
メ
ー
タ
ー　

漫
画
／
ア
ニ
メ
に
お
け
る
視
覚
表
現
の
比
較
」

…
…
…
「
特
集
＊
安
彦
良
和
」
（
二
〇
〇
七
年
９
月
号
）
収
録

・
「
ヘ
ブ
ン
・
ノ
ウ
ズ
・
ハ
ウ
・
ザ
ッ
ト
・
ビ
ジ
ョ
ン
・
イ
ズ　

<

ね
じ
れ
る
視
線>

と<

神
の
視
点>

の
可
能
性
」

…
…
…
「
総
特
集
＊
荒
木
飛
呂
彦
」
（
二
〇
〇
七
年
11
月
臨
時
増
刊
号
）
収
録


